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小学校中学年社会科における社会参画意識の育成 

― 価値判断や意思決定する場面を位置付けた授業づくりを通して ― 

 

加 藤  薫１ 

 小学校社会科における改善の具体的事項として、よりよい社会の形成に参画する資質や能力の基礎を培うこ

とが求められている。そのためには社会科学習の初期段階から、価値判断力や意思決定力を養うことが重要で

あると考えた。そこで、それらの力を養う場面を位置付けた学習指導過程と手立てを明確にし、自分の事とし

て社会的事象を捉えることができる教材に着目した授業を行ったところ、よりよい社会を形成していこうとす

る意識の高まりが認められた。 
 

                   はじめに 

       

「新学習指導要領」に基づく教育がスタートして三

年がたとうとしている。社会構造の急激な変化に伴い、

それに対応する力が強く求められているが、子どもや

若者が社会とつながる力は、ますます弱くなっている

感がある。例えば、高度情報化社会といわれるなかで、

あふれる情報を処理しきれず振り回されている現状が

ある。目の前の子どもにしても、「調べ学習」の際にイ

ンターネットを用い情報収集をするが、集めることに

終始してしまったり、大量の情報を持て余し放り出し

てしまったりといった様子が見受けられる。また、リ

アルな生活から学ぶことよりも、バーチャルな世界か

ら学ぶことが多く、現実感覚が希薄になり、それに伴

う社会や人との関わりの未熟さや弱さも見られる。「友

達とうまく関われない」「相手の気持ちを想像すること

が難しい」などの困り感を抱えている子どもの相談も

多く受けてきたが、その相談内容に年々幼さを感じる

ようになってきた。このような子どもたちの実態は、

「生きる力」を育むことの難しさと大切さを端的に示

しているといえる。 

今、子どもたちは、他者の存在を大切にすることや

社会との関わり方を学ぶことがますます必要になって

いると考える。また、主体的に社会へ関わることで社

会の中の自分を見つめ直し、自己肯定感や自己有用感

を味わわせたいと強く感じる。このことは、平成20年

１月中央教育審議会答申における小学校社会科学習指

導要領改善の具体的事項の一つに、「持続可能な社会

の実現など、よりよい社会の形成に参画する資質や能

力の基礎を培うことを重視して改善を図る」という文

言で表れている。また、小学校中学年社会科の目標に

は「地域社会の一員としての自覚をもつようにする」

とあり、小学校社会科の初期段階にこそ、これらの問

題を解決する重要な役割があるのではないかと考えた。

 

研究の内容 

 

１ 研究の構想 

これらの問題意識から、社会との関わり方を学ぶ一

つのアプローチとして、小学校中学年社会科において

社会参画意識を育むための授業について研究を行うこ

ととした。 

(1)社会参画の視点を取り入れた社会科授業 

中央教育審議会答申を受けて、小学校社会科改善の

具体的事項の中で、社会参画の視点を取り入れた社会

科授業が求められている。筑波大学の唐木（2010）は、

社会参画の視点を取り入れた社会科授業を「１ 科学的

社会認識の育成を目指す社会科授業」「２ 意思決定力

の育成を目指す社会科授業」「３ 社会的実践力の育成

を目指す社会科授業」の三つにまとめ、１→２→３へ

と社会科授業を発展させることを提案している。特に、

「社会的実践力」にあたる「提案・参加」を一つの到

達点として重視し、それには、「科学的社会認識」や「意

思決定力」の充実も必要であるとしている。本研究に

おいては、この考えをベースとして社会参画の視点を

取り入れた社会科授業を目指したいと考える。 

(2)社会参画意識と価値判断・意思決定 

 社会参画意識とは、「よりよい社会を形成していこ

うと行動する思いや考え」と捉える。児童がこの社会

参画意識を持つには、自分と社会とはつながっており、

自分も社会の一員であるという大前提のもと、社会的

事象を自分の事として捉え、その上で「よい社会」に

ついてのイメージを持てるようになることが必要であ

る。では、社会参画意識を育成するための具体的な要

件は何か。本研究では、それを「価値判断」と「意思

決定」の能力と規定した。 

まず「価値判断」であるが、児童が自分なりの「よ

い社会」をイメージするためには、身の周りの様々な

社会的事象を分析的に処理し、個々の情報に価値付け

を行っていく必要がある。その上で、それらの情報を

用いて「よい社会」をイメージしていく。この段階を

「価値判断」の段階とした。唐木が言うところの「科

１ 小田原市立富水小学校 
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学的社会認識」である。ただし、中学年の児童の価値

観は、社会的事象に対して他人事であったり、独り善

がりであったり、その場の思い付きであったり、きれ

いごとであったりすることがある。そこで、なるべく

多くの他者の価値観に触れさせ、今ある価値観に揺さ

ぶりをかけることで、児童が自らの価値観そのものを

見直し、広がりや深まりのある価値観を持てるように

配慮した。 

次に「意思決定」である。社会参画意識では、前述

の通り、ただ思うだけではなく「行動する」ことが重

要なポイントとなる。行動するためには、自らの手元

にあるいくつかの「よりよいもの」や「できること」

を分類・整理し、これだというものを決定する必要が

ある。そこで、「意思決定」とは、個々の思考を行動

に移すことを表明する段階とした。さらに言えば、こ

こでの行動は「よりよい社会を形成する」ためのもの

である。よって、個人だけではなく多くの人の意思決

定も想定しなくてはならない。他者の価値観や考えを

互いに尊重し合いながら、整理し、調整し、すり合わ

せ、皆が納得できる解を求め、合意を形成する力を養

うことが不可欠であるといえる。 

このように価値判断をし、意思決定した「自分たち

の思い」を実社会に向け提案し、具体の活動に参加す

ることで、中学年の児童は社会に参画しているという

実感を得ることができる。同時に、自分たちで下した

決定だからこそ責任ある行動が求められるという自覚

が、自らの考え方や行動を見直させ、さらに社会参画

意識が高まっていくことも期待できる。 

以上のような論に基づき、本研究の研究仮説を設定

した。 

 

 

２ 研究の方法 

 価値判断や意思決定する場面を位置付けた授業づく

りを行うために次の四つの視点を持ち、単元構成と指

導の手立てを考え、検証授業を行った。 

(1)四つの視点と指導の手立て 

ア 社会的事象を自分の事として捉えさせる 

 価値判断・意思決定する場面を位置付けた授業をす

るためには、社会的事象を児童が自分の事として捉え

られるようにすることが重要である。そこで、児童に

とって「身近で切実な問題」について考えさせた。ま

た、単元を通して社会的事象を俯瞰的な視点から構造

的に捉えられるようにした。 

イ 他者の存在に気付かせる 

 児童が自分なりの価値観を持って判断できるように

なるためには、他者の思いや考えによって今ある価値

観が揺さぶられ広げられるという経験が必要である。

そこで、「様々な人の本音を聞く活動」を取り入れ、自

らの価値観を見直す機会を設けた。 

ウ 自分なりの考えを持たせる 

 知識・理解を深め、学習してきたことをいかしなが

ら価値判断し、自らの意思決定につなげるため、自分

なりの考えを持つことに重点を置いた授業づくりを考

えた。 

そこで、価値判断する場面として、いくつかの答え

がある中で、公平性のある判断基準に気付きながら話

し合い、自分なりの答えを選択できる授業方法を考え

た。また、意思決定する場面として、合意を形成する

方法を体験させることを意図したグループでの話合い

活動を取り入れた。 

エ 社会とのつながりを実感させる 

 実社会への提案を通じて、一人ひとりの思いを社会

に反映させる体験は自己有用感につながる。同時に、

そのためには一人ひとりの責任ある行動が必要である

ことも感じ取らせたい。そこで、児童の意思決定のプ

ロセスの中で得た多くの気付きを土台として、実際に

社会へ提案していく単元構成とすることで社会参画の

実感を伴った学習となるようにした。 

(2)単元構成 

(1)のア〜エの四つの視点を踏まえ、「持続可能な社

会の実現に関わる学習内容」を研究構想に当てはめる

ことで価値判断・意思決定する場面を位置付けた単元

構成を考えた。本検証授業では、「廃棄物の処理」の単

元から次のような単元構成図を作成した（第１図）。

 
第１図 単元構成図 ４年「廃棄物の処理」 

 

３ 検証授業 

(1)検証授業の概要 

【実施期間】 平成25年10月９日～11月８日 

【対象】     小田原市立富水小学校 

第４学年 １学級 33名 

【単元名】  「どうする？！私たちのごみ箱」 

【学習指導計画】 

第１図から、第１表のように学習指導計画を立て、

社会科学習初期段階である小学校中学年におい

て、自分の事として社会的事象を捉えることがで

きる地域教材を用い、価値判断や意思決定する場

面を位置付けた授業を行うことで、児童の社会参

画意識を高めることができる。 
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価値判断・意思決定する場面を第８時と第10・11時に

位置付けた。 

第１表 価値判断・意思決定する場面を位置付けた学習指導計画

 

(2)学習指導の実際 

ア 自分の事として捉え、他者の存在に気付く段階 

【第１時～第７時】 

 この段階では、単元を通して児童が「自分の事とし

て捉える⇔他者の存在に気付く」ことを繰り返してい

くことで、今ある価値観を少しずつ広げていけるよう

にした。その手立てとして次の二点を考えた。 

①「身近で切実な問題」を構造的に捉える工夫 

本検証授業で扱った「廃棄物の処理」の単元では、

児童に次のような「ごみの処理」における構造（第２

図）に気付かせていくことで、「身近で切実な問題」を

自分の事として捉え続けられるようにした。

 

第２図 「ごみの処理」における構造 

第２図の網掛けの矢印は、「最終処分場があと三年で

いっぱいになると、出したごみが自分のごみ箱に戻っ

てきてしまう（＝ごみが出せなくなる）」という児童に

とって「身近で切実な問題」の部分を表した。 

②様々な人の本音を聞く活動 

 パネルディスカッションを行い、ごみの処理に関わ

る様々な人の意見を聞く場を設定した。その際、パネ

リスト（家の人・技術吏員さん・商店の店長さん）に

は、ごみ処理で困っていることなどの本音を語ってい

ただき、「きれいごと」ではない様々な考えや問題があ

ることに気付いていけるようにした。 

イ 価値判断・意思決定する力を養う段階 

【第８時】 

 第８時の学習は価値判断する場面として位置付けた。

児童が今ある価値観を広げて自分で判断・選択するこ

とができるように、「①学習課題の設定」「②課題解決

的な学習方法」「③指導の工夫」の三点を意識して、授

業を展開した。 

①自分の事として捉えるための学習課題設定 

 第７時までの学習の後に、自分の事として捉えられ

る内容として、「ごみを減らすために、どのようなごみ

の出し方をすればよいか」について考えさせた。戸別

収集する方法（Ａ市）、ごみ袋を記名制にする方法（Ｂ

市）、ごみを有料化する方法（Ｃ市）の三つの市の取組

を提示し、「ごみを減らすために、自分が住民だとした

らどの市の取組を選ぶか」という学習課題を設定した。 

②児童が自分で判断するための選択形式の話合い 

はじめに、Ａ市・Ｂ市・Ｃ市のごみの出し方を提示

した。次に、学習してきたことを踏まえ、「どの市のご

みの出し方がよいか」を選び、その根拠をワークシー

トに書かせた。その後、学級全体で意見を交流し、友

達の考えを踏まえた上で、もう一度よりよいと思う考

えについて根拠を明確にして各自に考えを持たせた。 

③児童が自分で判断するための指導の工夫 

 自分なりの根拠を持ってよりよい取組を選ぶために

は、公平性のある判断基準が必要である。今回取り上

げた各市の取組は、どれも「ごみを減らす」ことにつ

ながる取組である。同時に、様々な人の意見を取り入

れると、長所も短所も出てくる取組でもある。そこで、

判断する際の基準を「いろいろな人の立場に立って考

える」という点におきながら話合いを進めた。 

ウ 提案・参加につなげ社会参画意識を高める段階 

【第９時～第12時】 

 この段階は、様々な人の考えや社会的事象を根拠に、

価値判断・意思決定する場面として位置付けた。ここ

では、児童が合意を形成するなどして、グループで意

思決定をすることができるように、「①学習課題の設定」

「②課題解決的な学習方法」「③指導の工夫」の三点を

意識して、授業を展開した。 

①自分の事として捉えるための学習課題設定 

 第９時には、小田原市役所のごみ減量推進係の方を

招き、市のごみ処理の現状・取組・課題について話し

ていただいた。その中で「市民の一人として、ごみを

減らすためにできることを考えて提案してほしい。」と

呼び掛けていただくことで、自分たちの考えを社会へ

提案するという方法があると気付かせるようにした。 

 そして「ごみを減らすために私たちにできることを

考えて提案しよう」という学習課題を設定し、「子ども

会議」を開くことにした。 

②グループで意思決定をするための「子ども会議」 

第10・11時の学習のねらいは、グループでの話合い

活動を通して、合意を形成する方法を体験させること

である。そこで、次のような学習の流れで「子ども会

時 主な学習活動

第１時
・パッカー車とごみステーションの写真や学級のごみを見て、ごみの量や種類に関心を持つ。
・家庭から出るごみの量や種類を調べる計画を立てる。

第２時

第３時

第４時
・ごみ処理の方法や分別リサイクルについて調べ、ごみを収集・処理する人の考えを予想する
　とともに、見学の視点を持つ。

第５時

第６時

第７時
・見学を通して、分かったことなどを発表する。
・いろいろな立場の人の考えをワークシート①にまとめる中で、分別のルールが守られていな
　い現状について話し合う。

第８時
・「ごみを減らすために、三つの市の取組のうちどの市のごみの出し方を選ぶか」について話し
　合い、価値判断をして、自分の考えを持つ。　（ワークシート②に自分の考えを選んで書く。）

第９時
・市役所の人の話を聞き、小田原市民の一員として「私たちにできることは？」という問題意識
　を持つ。
・市役所の人の考えをワークシート①に記入する。

第10時

第11時

第12時
・各自で提案文を書き、単元の学習のまとめをする。
・小田原市の環境政策課ごみ減量推進係へ提案文を送る。

価値判断・意思決定する場面
を位置付けた授業の流れ

価値判断する場面

自分の事として捉える

他者の存在に気付く

自分の事として捉える
他者の存在に気付く

提案（参加）

・ごみを出している人にパネリストとして参加していただいて、ごみの量や種類についてパネル
　ディスカッション形式でそれぞれの考えを聞く。
・ごみを出している人の考えをワークシート①にまとめる。
・小田原市のごみの量のグラフや最終処分場の問題の提示から、「ごみを減らすにはどうした
　らよいか？」という学習問題を捉える。

・環境事業センターの見学を通して、調査・インタビューを行い、ごみの処理のしくみを知るととも
　に、ごみを収集・処理している人の考えを知る。

・「ごみを減らすために私たちにできること」を考え提案するために、子ども会議を開く。
　【子ども会議の流れ】
　　１　付箋に考えを書き、個人用シート（ワークシート③）にまとめる。
　　２　グループ用シート（ワークシート④）を活用して、それぞれの考えを分類・整理する。
　　３　グループ用シートを活用して、合意を形成してグループで意思決定をする。
　　４　グループの案を学級全体へ提案し、承認を得る。

価値判断・意思決定
する場面
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議」を行った。

 ここでは、グループでの話合いを価値判断・意思決

定する場面として位置付けた。児童の実態を考慮して、

よりよい考えを自分たちで選ぶために分類・整理する

場面と、グループで意思決定をするために合意を形成

する場面に分けて段階的に話し合った。 

③グループで意思決定をするための指導の工夫 

分類・整理する場面では、価値判断・意思決定する

ためのグループ用ワークシート（第３図）を活用した。 

このワークシー

トの表の縦列には、

ごみを減らすため

に学習してきた四

つの項目を入れた。

また横列には、「自

分一人で」「友達と

一緒に」「大人と一

緒に」という項目を

入れることによっ

て、社会参画を意識

し、学校・家庭・地

域へ反映させたい

考えを自分たちで

分類・整理することができるようなマトリックス形式

の表にした。 

 また、合意を形成する場面では、分類した表を振り

返る時間を確保した。児童は、次のように付箋や分類

した表の意味を考えていった。

 
 このように一つ一つの意見を大切にすることで、友

達の考えを排除することなく、よりよい考えを選んだ

り、考えと考えを結び付けたり、新たな考えを出し合

ったりする話合いをさせ、グループの提案を一つに絞

り、グループで意思決定をさせた。そして、児童の提

案を市役所のごみ減量推進係へ提出した。 

 

４ 結果と考察 

(1)価値判断・意思決定の基礎力の育成 

ア 第８時 

 第８時の価値判断する場面を位置付けた授業におい

て、第１時〜第７時までの学習をいかして、どのよう

な事柄を判断の主な根拠としているかワークシートの

記述を基に分析したところ第４図のようになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

97％の児童が「自分の立場のみ」以外の「ごみ処理

にかかるお金」「最終処分場の残余年数」「ルール違反」

などの「『ごみの処理』における構造」（第２図）で気

付かせてきた「社会的事象」を判断材料にして記述し

ていた。このことから大半の児童は「身近で切実な問

題」を構造的に捉えることができたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、「社会的事象」を判断材料とした児童の84％は、

第２・３時に扱った「様々な人の本音」を踏まえ、「い

ろいろな人の立場に立った」記述をしている（第５図）。

このことから、社会的事象を自分の事として捉えなが

ら、他者の存在に気付く段階において、「身近で切実な

問題」を構造的に捉えさせるとともに、様々な人の本

音を聞く活動を取り入れたことで、価値判断・意思決

定するための基礎を整えることができたと考えられる。 

第８時の手立ての有効性については、Ａ児を例に検

証する。「ルール違反の人の立場」に立って考えたＡ児

は、はじめ、「ルール違反をする人がいるから、戸別収

集するＡ市にしてごみを減らした方がよい」という考

えであった。しかし学級全体での意見交流後、ルール

違反をしてしまわないように燃せるごみ袋と燃せない

ごみ袋の二種類が有料であるＣ市の取組に選び直した。

ルール違反をしてしまう人の気持ちも考えて、罰則と

して考えるのではなく、どうしたらルールを遵守して

もらえるかという考えに至り、価値観を広げ自分なり

の判断をして選ぶことができたといえる。また、考え

を変えなかった児童においても、学級全体の意見交流

を通して、より根拠を明確にして選ぶ姿が見られた。 

以上のことから、第８時において、自分で選ぶ根拠

を明確にさせ、公平性のある判断基準に気付かせたこ

【「子ども会議」の流れ】 

１ 付箋に考えを書き、個人用シートにまとめる。 

２ グループ用シートを活用して、それぞれの考えを

出し合い分類・整理する。 

３ グループ用シートを活用して、合意を形成してグ 

ループで意思決定をする。 

４ グループの案を学級全体へ提案し、承認を得る。 

・重なっている付箋（意見） 
→みんなが考えた重要な考え 

・一枚の付箋（意見） 
→一人しか思い付かなかった特別な考え 

・表に空欄がある。 
→誰も考えなかった所なので、課題となる部分か 

もしれない。 

社会的事象を根拠にしている記述 97％ 

他者の存在に気付いている記述 84％ 

第５図 第８時のワークシートによる分析② 

 

第４図 第８時のワークシートによる分析① 

 

 

価値判断の根拠（n=33） 

価値判断の根拠（n=32） 

第３図 グループ用ワークシート 
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とは、社会的な見方を広げるとともに、価値判断力の

基礎を身に付ける上で有効であったと考えられる。 

しかし、「自分の立場のみ」で判断しているＢ児は、

戸別収集のＡ市を選んだ理由が「自分の家の前にごみ

をすぐおけるからいい」と記述している。学級全体で

の意見交流後も「やっぱりＡ市の方がいちいちごみを

ごみステーションに持って行かなくてすむから」と記

述していた。そこで、このＢ児については、その後の

姿を観察した。 

イ 第10・11時 

 約20分間で一枚の付箋に一つの考えを書き、個人用

シートに貼らせた。どの児童も学習してきたことや自

分の生活との関わりから意欲的に書く姿が見られた。

また、付箋の内容では、個人用シートの四つの項目か

ら書いているものが多く、その効果が表れている。

 

 Ｂ児は、20個もの考えを付箋に書くことができた。

第８時では、学習したことをいかして考えることが難

しかったＢ児であったが、付箋に短い言葉で考えを書

くことによって、第９時までに学習したことから多く

の考えを持ち、書き出すことができたといえる。ふだ

んは、学級やグループの話合いでほとんど発言しない

Ｂ児であったが、「子ども会議」では、付箋を手がかり

に自分の考えを友達に伝えることができた。また、付

箋と表を使って視覚化し、友達と一緒に考えを分類・

整理することで、自身の思考も整理できたようである。

第12時に書いた学習感想「ごみ日記」には、次のよう

な内容を記述している。注目した点には下線を引いた。 

 
この記述から、Ｂ児にとっても、価値判断・意思決

定する場面を位置付けた授業は自分の考えを根拠とと

もに述べるための基礎力を高める上で有効であったと

考えられる。 

 また、前述しているＡ児は、単元のはじめから問題

意識が高く、知識も豊富で理解力がある。しかし、学

習経験が生活場面での実践に結び付かないことが課題

である。そこで、他者との関わりの中で集団としての

意思決定をする力の基礎が実社会への参画意識につな

がっているかを確認するために、このＡ児が所属する

グループの「子ども会議」を分析した。 

 Ａ児の個人用シートには14枚の付箋が貼られ、学習

したことだけではなく、様々な視点から学校や地域社

会へ投げ掛けていくアイディアが書かれていた。 

 グループでの話合

いにおいて発言力が

強くなりがちなＡ児

であったが、付箋や

分類した表の意味に

ついて考えたことで、

一人ひとりの考えを

大切にしながら合意

を形成しようとする

姿が見られた。また、

Ａ児がこのように他

者（友達）との関わ

りを考えて話し合え

たことで、グループ

のメンバーの、互い

に質問をしたり、似ている考えや違う考えなどを線で

結んだり、空欄箇所についての他の考えはないかと考

えたりする姿が見られ、ワークシートの活用が効果的

であったといえる（第６図）。 

以上のことから、「子ども会議」において、価値判断・

意思決定するためのワークシートを活用し、合意を形

成する話合いをさせたことは、集団としての意思決定

力の基礎を身に付ける上で有効であったと考えられる。 

(2)社会参画意識の高まり  

Ａ児のグループでは、はじめ、「ポスターを作る」「ご

みのことを放送で教えてあげる」などの社会へ広めて

いく内容が話合いの中心であった。しかし、分類・整

理した表を振り返り、合意を形成する場面では、「ごみ

そのものを自分たちが出さない工夫をすること」に論

点が焦点化され、「物を大切に使う」という結論に至っ

ている。

 

これは、市役所への提案というよりは宣言のように

思えるが、「ごみを減らす」ということを自分の事とし

て捉えているからこそ、自分の身近な生活に立ち返っ

た提案文となった。また、Ａ児が書いた学習感想には、 

個人用シートの四つの項目と児童の付箋の記述（一部） 
「ごみそのものを出さないようにする工夫はあるかな？」 
・裏紙を使う・壊れた物は直して使う・残さず食べる・

水筒を使う・着られなくなった服をゆずるなど 
「どうやったら分別できるかな？」 
・分別箱を作る・ルールを守る・紙をまとめる・ごみ
袋に名前を書く・ごみを捨てる前に考えるなど 

「どうやったらリサイクルできるかな？」 
・給食の牛乳パックのリサイクル・リサイクルができ

るかを考える・段ボールコンポストなど 
「どうしたら協力したり、広めたりできるかな？」 
・市民にアンケートをとる・ポスターを作る・ごみス

テーションに段ボールコンポストを作る・学校でご
み減量推進委員会・「ごみを減らす週間」など 

第 12時におけるＢ児の学習感想「ごみ日記」の記述 
 わたしは、市役所の人にていあん書を書きまし
た。ごみをへらすためにわたしたちにできること
は、ダンボールコンポストをやったり、そのかんば
んを作って町の人に見てもらうことと書きました。
なぜかというと、生ごみがリサイクルできてすごい
なと思ったからです。わたしたちのていあんが使わ
れるといいなと思いました。 

第 12時におけるＡ児の「提案文」の記述 

 ごみをへらすために、私たちにできることは、物

を大切に使うという案が出ました。なぜなら、物を

大切に使えば、紙やえんぴつ、消しゴムなどいろい

ろなものがごみにならないと考えたからです。 

第６図 Ａ児所属の 

グループ用ワークシート 
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と、記述されていた。この記述からＡ児は、「子ども会

議」において、話合いの内容と話合いの方法の両面で、

他者と関わることの大切さを感じることができたとい

える。さらに、次のように続けて書いている。 

 

この記述から、問題を自分の事として捉え直すこと

によって、Ａ児の思いや考えが家庭での実際の行動に

つながったといえる。他者の存在に気付くなかで、最

後にもう一度自分の事に立ち返り考える姿は、社会参

画意識の高まりの表れだと考えられる。 

 最後に市役所へ提案文を届けたところ、「段ボールコ

ンポストを広める取組など実行できることを共に考え

たい」と前向きな回答をいただいた。そのことによっ

て、児童のごみ減量に対する意識が学習後も続いてい

る。学級では、ごみ減量推進実行委員が中心となって、

給食の残菜を段ボールコンポストで堆肥化したり、そ

の残菜の量を生ごみの減量分として記録したりして提

案内容の一部を実行している。 

また、市役所への提案から約一か月後に保護者への

アンケートを行ったところ、家庭では次のような会話

や行動の変容が見られた。 

 

 これらの児童の会話や行動の変容は、市役所への提

案を単元上の到達点としたことによって、児童の身近

な生活場面（特に、家庭や学校）にも転移が起こり、

社会参画意識の高まりが認められたと考えられる。 

 

５ 研究のまとめ 

本研究を通して、児童が「自分の事として捉える⇔

他者の存在に気付く」ことを繰り返し学習していくな

かで、自分なりの価値観を広げ、もう一度自分の価値

観を見つめ直す姿が授業の様々な場面で見られた。は

じめは、社会的事象に対して他人事であったり、思い

付きであったりした中学年の児童の考えが、他者の考

えに触れることによって揺さぶられ、「よりよい考えを

提案しよう」という確かな思いとなり、その思いを地

域社会まで広げていったことは一つの成果である。 

さらに、児童はそれにとどまらず、単元の最後にも

う一度自分の事に立ち返って考えていった。学習後の

家庭での会話や行動の変容は、社会の中でごみを出し

ている自分を見つめ直し、個々の児童が自ら「自分に

できることは何か」を考えて意思決定した姿である。

児童が価値判断や意思決定する力の基礎を身に付ける

ことによって、授業から離れたところでも、社会参画

意識を高めていったことは研究の大きな成果である。 

これらのことから、子どもと社会との関わり方を考

えていく上で、「もう一度自分の事に立ち返って考える

こと」が重要であると分かった。そのことによって、

自分にとっても社会にとってもよりよい考えを生み出

そうとする姿勢を形成できるとともに、子ども自身が

社会とのつながりを実感することができるからである。 

 

おわりに 

 

検証授業前後に、社会科学習に対する意識調査を行

った。授業前には、「好き」「少し好き」と回答した児

童は70％だったが、授業後は94％となり大きく増加し

た。このことは、価値判断や意思決定する場面を位置

付けた学習を通して、児童が社会参画の意識を持ち、

地域社会の一員として自己有用感を味わえたからだと

考える。本研究を基に、今後も実践を積み重ねること

で、社会科学習が本来持っている楽しさを味わうこと

ができる子どもを育てる一助となればと考える。 
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第 12時におけるＡ児の学習感想「ごみ日記」の記述 
 私は「子ども会議」で自分の考えを出すときに、
大きく二つのことを考えました。「自分でできるこ
と」と「自分だけではできなく、みんなで協力しな
ければできないこと」です。そこから考えたことは、
やっぱり自分だけではできない。みんなと協力して
初めてごみがへってくると思いました。 

私は、もう一つやってみたことがあります。それ
は、家族のごみのすてかたをしっかりと見て、注意
をしてきました。なぜかというと、紙ごみなどをし
っかりと分別をしてごみが少しでもへると思った
からです。それをためした結果、いつも出す生ごみ
の量は指定ぶくろの約二つ分の生ごみでしたが、一
つのふくろの分だけになりました。 

保護者アンケートの記述 
・ごみについて勉強してから、ごみを捨てる時に、
「これは燃せるごみ？」「プラ？」と聞くようにな
り分別を意識するようになりました。 

・段ボールコンポストを楽しんで毎日しっかりでき
ています。きちんと分別する姿もよく見られます。
（Ａ児の保護者） 

・実行まではできていませんが、「段ボールコンポス
トがしてみたい。材料は市役所でもらえるんだっ
て。」と話していました。ごみのことに限らず、ふ
だん、物や資源を大切にしようとする気持ちが表
れています（水道や電気についてなども）。改めて、
大人も考えさせられた良い機会になったと思いま
す。（Ｂ児の保護者） 


